
文のアルファベットiガーディナーの提唱する原シナイ
字などを経て1遅 くとも前 11世紀には,「アレフ」;「ヘ
ト」といったフェニキア文字が登場したと考えられてしヽえ

そして,遅 くとも前6世紀にはラテン文字が生まれ.

字数をふやしながら現在にいたってぃる。ここでは1こ
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6.ラテン文字から派生したアルフアベット 現在の,主にヨー回ッパで使われて
るアルファベットには,基本のラテン文字26字のほかに地域ごとの文字が追加されている (右ベージ下

「参照)。 ここでは,『言語学大辞典 世界文字辞典』を参考に書きだした。

キ リル 文 字 (遅 く と も 10世紀 ～ )
ギリシア文字からつくられ,現在でもロシアを中心
に利用されている。基本は,46字からなるアルフ
アベットだが,国によって文字数がことなる (ロ シ
アは33字,ブルガリア30字など)。

ウガリトの楔形文字

(前 14世紀半ば?)
30の楔形文字からなる。楔形文字を使用した言語
は数多いが,ウ ガリトだけはこれをアルファベッ
トとして使用していた。ほかのアルファベットと
の関係は不明。

5.ラテン文字 (前 6世紀ころ～)
卜したが,時代とともに26字にまで増加した。

フ エ ニ キ ア 文 字 (前 11世紀 こ ろ ～ )22字からなるアルファベット。原シナイ文字 ξ
び原カナン文字)の発展形として考えられている。ここでは上下の文字との比較をしやすくするために,=
ら右に向かって文字を並べているが,実際には右から左に書かれていた。母音を表す文字がない。

夢黎 =薇1議は1椰舞賤Ⅲ
2.原シナイ文字 (前 16世紀ごろ)27字からなるアルファベット。ヒエログリフやワデ/
ル・ホル碑文の文字と類似した文字が多いのが特徴。フェニキア文字の祖先とみられている。(「原シナ′

字/原カナン文字」とも表記される)

ヽ

1.ワディ・エル・ホル碑文の文字 (箭五6世紀ころ

'~境

在1′募発責:義 :ヽ、
=ルファベット。「最初のアルファベット」とダーネル教授は指摘している。

て多少数はことなる)のアルファベット的に使われる表音文字があることが知られている。ただし, ヒエ=「リフはアルファベットだけではなく,表語文字や音節文字も含まれるため,純粋なアルファベットではなt

ギリシア文字からできたアルファベット。当初20字でスタ
5世紀ごろから小文字がつくられた。現代でも使用されてi:

てことなる。フェニキア文字からできたとされる。当初は右から左に書かれ (そ の場合文字の向きが左右三コ
するヽ次に「牛耕式」で書かれ,そ して最終的には左から右に落ち着いた。8世紀ごろ小文字がつくられた,

菫1鰊:蟷IZ

AБ B「ДEE

ヒエログリフから現代文字まで。アルτ
アルフアベットの系統樹をみてみよう。
これまで見てきたように1アルファベット的要素をもつ
ものとしては=前 32世紀のヒニログリフが最古のものだ。
しかし1シ ャンポリオンの解読で明らかにされたように1
ヒエログリフは “純粋な"アルファベットではなかった。
その後,ダーネル教授の提唱するワディ・エル・ホル碑


